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近年の科学の進歩は同時に情報過駕の時代を作り出した。 このような状況にお
いて，研究者が'情報に揚れることなく研究の方向を定めるためには， 時にその研
究に関連した情報をまとめた質の高い Reviewarticleを読むことが必要となる。
本書誌生理，生化学，薬理における種々の話題を扱っている Reviewシリーズ
の一部である。このような意味から本書は，生理， 生化学， 薬理などに興味をも
っ者にとって手軽な読み物となるように編集されている。内容は 3緩の review
からなってお!>>第 1の reviewはスウェーデンの Goteborg大学生理学教室の 
Peter Thoren によって書かれてお予， cardiac Vagal C-fiberの心循環のコント
ロ}ルにおける役割を歴史的考察から解剖学的考察， 生理学的機龍および臨床的
問題に至るまで極めて広範にかっ詳組に述べている。著者自身が基礎医学研究者
であり， 号i用されている文富士も多くは動物実験から得られたものであるが， 常に
臨床的爵題を念頭において話を進めておヲ， 普段， 基礎塁学を敬遠しがちな臨床
家にも理解し易い内容となっている。特iこPathophysiologicimplication of ca-
rdiac Vogal C・品伎の章は，出血，心不全，高血圧といった臨床上も日常頻繁に
遵遇する疾患と CardiacVagal C-品erとの関係について述べてお!J，これらの
疾患の窮態生理の理解に投立っと患われる。
第2の reVlewは Renalcountercurrent multication system というタイト
ルで，米国テキサス大学の R.J. Hoggと J.P. Kokkoによる共著である。内
容泣 4つの subsectionからな予， (a) Countercurrent multiplication system 
の概要， (b)形態学的検討， (c)生理学的検討， (d)考案となっている。それ
ぞれの Subsectionは最新の文献を引用し詳細な discussionを行なっているが，
ややまとま習に欠けている。 しかし， 結びに今後なされるべき陪題点を指摘する
あたりは，新しく研究を始める人々にとって大いに参考とえEると思われる。
第 3の reviewは Mechanismof gas exchange in birds lungs というタイ
トルで， ドイツの Max-Planck研究所の P.Sheidによって書かれている。関じ
研究グルーフ。に属し，本書の編集委員の一人でもある J.Piperは先日， 千葉大
学を訪れ講義をなされた。内容はやや高度で， 著者も序文で述べているが， 呼吸
生理一殻を理解している生理研究者向けの内容となっている。本文は序文を含め 
8つの Subsectionに分けられてお担，呼疲器の解説から始まり，鳥類に独特な 
Parabronchiでの Unidirectional丑owの意義，血液でのガス運毅など膜を追っ
て話が進む内容になっている。 ガス交換の定量分析は数学的手法を用いて行なっ
ており，普段，数式から遠ざかっている入には多少難解かとも思われる。
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